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新年あけましておめでとうございます。謹んで新年のご挨拶を申し上げます。 

旧年中は板橋病院の運営にご協力を賜り心より御礼を申し上げます。  

 昨年は平成から令和へと改元された記念すべき年でありましたが，数多くの災

害にも見舞われ，当院でも 9 月と 10 月の台風の影響を受けました。夜勤の職

員の獅子奮迅の働きにより，幸いにも軽微な被害で終えることができました。し

かし交通機関の計画運休などにより，外来を休診体制として予約患者さんのみの診察としたために，皆様

方にはご迷惑をお掛けしたことと存じます。 

さて，板橋病院では，円滑な医療連携実現のため，緊急搬送を含めた救急患者さんの依頼電話窓口を救

急外来看護師に一本化いたしました。従来の患者さん依頼の説明の手間と時間を短縮するとともに，いわ

ゆる院内たらいまわしを根絶するため，そしてすべての救急患者さんの帰趨の把握を図るために遂行いた

しました。日夜を問わず一本化は施行しており，日勤帯は救急外来看護師より救急担当医長，夜勤帯は担

当科の管理当直医師に連絡が入るようになっております。全ての救急患者さんの情報は，病院長である私

が必ず確認しており，もちろん事例によっては担当科へ直ちにフィードバックいたしております。現在，

転院の紹介患者さんの依頼についても，窓口を一本化し，よりスムースな前方連携となるよう検討後して
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おります。未だにご不便をおかけすることもあるかとは思いますが，是非，患者さんの紹介をお願いいた

します。 

例年，冬季は入院患者数が増加いたします。場合によっては差額病床への入院をお願いする可能性も考

えられ，ご不便をお掛けいたしますが，何卒ご理解のほどお願い申し上げます。また急患の受け入れを増

やせるように，より円滑な後方連携が重要で，医療連携センターでは，師長を中心として積極的に連携先

をお願いしてまいりますので，その際には何卒よろしくお願いいたします。 

我が板橋病院の理念は，人間愛に基づいて，安全で高度の医療を提供することで，病める患者さんにと

って唯一の救いはメディカルスタッフの笑顔であると思います。また患者さんによっては終の棲家になる

こともあります。精一杯のところで業務を続けている職員一同ではありますが，病院長として，是非患者

さんに優しく笑顔で接するように指導を続けていきたいと思います。 

また，昨年 12 月の本部理事会にて，医学部と板橋病院の建て替え地が現在地に決定されました。これ

により建設委員会の活動も大きく前進し，待望の新病院建設計画案作成も加速することと思います。ご期

待下さい。 

2020 年が皆様にとって，よい年になりますように祈念しております。 

本年もどうぞよろしくお願いいたします。 
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2020-1 

医療連携施設のご紹介（ご寄稿） 

当院では，患者さんの病態に応じて的確で一貫性のある良質な医療を提供するため，医療連携施設の先生

方との緊密な連携を図っております。当院と連携いただいている先生方をご紹介させていただきます。 

ӣ     

       

住所：板橋区桜川 2 - 11 - 5   電話：03 - 3933 - 0386  

診療科目：内科・小児科 

斎藤医院は，私の父が板橋区桜川に開設して 60 余年，当初は上板橋 6 丁目という住居表示で，昭和

40 年に桜川 2 丁目と町名が変わりました。私が子供の頃は，診療所の周りは畑が多い街並みでした。診

療所は院内処方で，午前，午後の外来診療，予防接種，健診とその間に在宅の方の訪問診療を行っていま

す。また園医，学校医，産業医，施設の嘱託医も受けており，板橋区から委嘱された委員や医師会の活動

などを行っています。0 歳児より 100 歳超の方を地域の病院や診療所，そして在宅では多職種の方との

連携を行いながら診させていただいています。かかりつけ医の重要な役割であるゲートキーパ―機能を果

たし，地域の方々との繋がりを大切にして診療を行うことを心掛けています。日本大学付属板橋病院に

は，救急や日常の外来で，患者さんの紹介，逆紹介でお世話になっています。今後とも患者さんを中心と

した医療連携を行っていきたいと思います。 

 

私にとって日本大学は母校であり，附属板橋病院は医師としてスタートした原点であります。30 数年

前に比較し，病院そのもののハード面ではほとんど変わりはありませんが，病院スタッフは遥かに若返

り，医療体制が整ってきていることを感じています。総合周産期母子医療センター，東京都こども救命セ

ンター，救命救急センターと全世代の救命救急に尽力していることは特筆すべきことで，今後も板橋区，

そして東京都の救急医療に貢献して頂くことを期待しています。 

 

大学病院として，高度医療を提供する特定機能病院及び地域がん診療連携拠点病院，救命救急センター,

こども救命センター，スーパー周産期センター，緊急大動脈重点病院，脳卒中急性期指定病院，東京都小

児がん診療病院，東京都難病診療連携拠点病院等としての役割と地域医療中核病院としての役割を両立さ

せることを目的に近隣医療機関様との連携強化を図ります。今後もご支援よろしくお願い申し上げます。 

日本大学医学部附属板橋病院へのメッセージ 

当院の現況・取り組み 
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2020-2 К   ̗ Ẏ˺  

     

住所：練馬区旭丘 2 - 34 - 15 旭丘ラポール 1 階 電話：03 - 6761 - 1171  

診療科目：内科・呼吸器科・小児科・アレルギー科 

いとう内科クリニック，院長の伊藤大介です。１３年間，日大板橋病院の旧第一内科で呼吸器内科を中

心とした臨床に携わりました。平成１３年，江古田の地（練馬区旭丘），日大芸術学部の並びに総合内

科・呼吸器内科・アレルギー内科・小児科で開業し，令和２年で開院２０年を迎えます。標榜科の通り，

日常診療はお子さんから高齢者まで，地域の「かかりつけ医」としての対応が中心になります。練馬区の

人口は７3 万 8 千人ですが，ゼロ歳児人口は６千人を下回り，日々，外来を通じても少子高齢化を実感し

ています。認知機能を考慮した９０歳以上のがん手術も稀ではなく，１００歳以上の診療も日常です。ワ

クチン接種を受けるベビーのご両親が共に４０歳を過ぎていることも，６ヶ月のベビーを保育園に預けて

仕事に行くご両親の姿も稀ではありません。平成の３０年という時間は医学の進歩とともに医療の意識・

認識を変えました。受診前の AI スクリーニングが現実味を帯びる令和の時代に，自分自身の医療に対する

アップデートの必要性を感じつつ日々の診療に携わっています。 

 

日大板橋病院は，患者さんたちからがん治療拠点病院，高度急性期医療機関としてたいへん信頼されてい

ます。令和の時代，国が掲げる地域医療構想で，病院機能再編の動きが活発化しています。ソフト・ハー

ドともに西北部二次医療圏の中で，中心的な役割を果たしていくことが，これからの日大板橋病院の使命

だと思います。 

 

当院における高度急性期機能とした病棟は，救命救急入院料，特定集中治療室管理料，総合周産期特定

集中治療室管理料（母体・胎児，新生児），新生児治療回復室入院医療管理料を算定している病床となり

ます。その他の病棟については，当院は特定機能病院であり，他医療機関から紹介いただいた患者さんを

受け入れ，紹介元あるいは回復期，療養期の医療機関等へ転院していただくまでの医療を担っており，急

性期機能病棟としての充実にも努めます。今後もご支援よろしくお願い申し上げます。 

日本大学医学部附属板橋病院へのメッセージ 

当院の現況・取り組み 
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2020-3 
医療法人社団高仁会 高橋診療所 院長 髙

たか

橋
はし

清輝
きよてる

様 

   

住所：豊島区東池袋 5 - 27 - 8   電話：03 - 3971 - 0585  

診療科目：整形外科・内科・リウマチ科・外科・小児科 

～高仁会高橋診療所の昔から今～ 

当診療所は，昭和 20 年代末に父が開設しました。当時，父は勤務医をしながら診療所を開設していて，

整形外科医ながら住民のニーズに応えるべく，内科，小児科，外科等も診療していて，「かかりつけ医」

そのものであったと思います。その後勤務医を辞め，地元の医師として校医なども勤めていました。その

後体を壊し，同じく整形外科医になった私が勤務医を辞め実家に戻りましたが，それまでいた病院でも，

関節リウマチの生物学的治療，術前後の全身管理を自ら行わなければならなかったこともあり，診療内容

にそれほど違和感はありませんでした。しかし，近隣基幹病院を利用した平日準夜間こども救急の立ち上

げに医師会理事として携わったときは小児科診療をかなり勉強いたしました。東池袋 4 丁目 5 丁目は，木

造建築密集地区で再開発の真只中です。多くの患者さんは転居されましたが，高齢者が独居で多く残られ

ている地区です。整形外科・リウマチ医としての技量を頼って来て下さる患者さんとともに，地域の皆さ

まの「かかりつけ医」として，今後も診療を続けて参ります。 

 

山手線の内側にある当診療所としては，日大板橋病院さんへの患者紹介が以前は少なかったのですが，医

師会活動を通したいろいろな交流・連携のもとに，お願いすることが増えてきました。厄介な患者さんし

か送ってこないとお叱りを受けることもございますが，それこそ信頼の証です。日大板橋病院の先生にお

願いですが，ふたり主治医制の基本は，気楽に挨拶できる関係です。以前に名刺を頂いたことがあっても

構いませんので，お会いできた時また名刺をお差し出してください。 

 

地域医療構想の観点からも連携施設様との繋がりは大変重要な要素と考えております。当院の

取り組みとして，年１回の医療連携講演会・懇親会，年２回の医療連携セミナーの開催の他，今

後は各地区医師会，医療連携施設様への訪問活動の充実を図り，｢顔の見える連携｣のもと二人主

治医制を進めてまいります。今後もご支援よろしくお願い申し上げます。 

日本大学医学部附属板橋病院へのメッセージ 

当院の現況・取り組み 
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2020-4 
医療法人社団 共和堂医院 院長 増田

ま す だ

幹生
み き お

様 

 

住所：北区東十条 2 - 5 - 1   電話：03 - 39 11 - 0665  

診療科目：内科・消化器内科・胃腸内科 

共和堂医院は 1958 年に私の父親が皮膚科内科の診療所として京浜東北線東十条駅南口から徒歩 3 分の

裏通りに開院しました。私も国立がんセンターおよび聖路加国際病院消化器内科に勤務をしていた 1989

年から週に 2 日前後，父親と一緒に診療を開始しております。 

現在は大腸内視鏡と上部消化管内視鏡を専門としておりますが，下町の住宅街で 60 年以上続いている関

係で外来の 60 ％前後は一般内科の患者さんで半数は 75 歳以上と高齢化がすすんでおります。 

最大の特徴は 1989 年から記録を開始している自作の診療録記録システム(電子カルテ)です。現在北区医

師会会長として多くの時間を地区医師会の活動にさいておりますが，その不利な診療時間でも電子データ

を効率よく駆使し「待ち時間は短く，限られた診療時間の中で濃密な診療をミスなく提供する体制」をめ

ざしております。また多くの時間を費やし獲得した人間関係も病診連携の中で大きな成果をもたらしてい

ます。特に紹介患者さんの診療情報提供書には「濃い内容の既往歴や検査歴をはじめとして紹介患者さの

人生の歴史」を運用開始から 30 年以上を経過する電子診療録データをもとに作成しております。 

 

 

大学病院として最先端の医療を提供するのは勿論ですが，将来の医療を担う次世代の若い医師の育成に多

くを期待しております。研修医教育に求められる事は「ネット社会への対応，過多な情報の処理方法，医

療従事者のメンタルストレスの軽減」など多岐にわたります。彼らが働きやすい環境を整えていくのが我

々の世代の課題と考えております。日大病院には教育及び診療面で革新的な変貌をとげ「多職種で構成さ

れたチーム医療の現場で周りのチームメイトと力をあわせ，正義の味方としてタフな心で目の前の難題に

向かっていけるような医療人」を育成していただきたいと切望しております。 

 

 

研修医教育では，本学医学部の教育理念である「良き臨床医の育成」実践のために，医師としての深い

知識と人間性を育むカリキュラムを策定しております。患者さんの診断プロセスや患者さんに合った

治療法の選択と治療の内容について研修するほか，チームにより多方面の見識やコンサルを行う

ことにより，全方位的な医療に接することが可能となっております。最先端医療の提供とあわせ

て教育面も充実させてまいります。今後もご支援よろしくお願い申し上げます。 

日本大学医学部附属板橋病院へのメッセージ 

当院の現況・取り組み 
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2020-5 

医療法人ルカ会 村山クリニック 院長 村山
むらやま

正昭
まさあき

様 

   

住所：朝霞市朝志ヶ丘 1 - 7 - 7   電話：0 48 - 471 - 1636  

診療科目：内科・循環器内科・糖尿病内科・整形外科 

当院は埼玉県朝霞市にありますが，東上線志木駅東口から池袋方面に徒歩４分の線路際にあります。  

当院は，昭和２年私の祖父が文京区大塚に産婦人科を中心とした「村山病院」を開設したことを起源とし

ます。戦災で焼失し，当時来院されていた患者さんのご厚意で昭和 23 年に現在の地に「村山病院」を再

建しました。産婦人科，外科，内科，小児科，皮膚科，整形外科の病院として診療にあたって参りました

が，平成 18 年に縮小し医療法人ルカ会「村山クリニック」に改変，平成 25 年に改築し現在に至ってい

ます。                                                

現在は私（循環器専門医）が循環器内科・内科を，宮野龍美医師（糖尿病専門医）が糖尿病内科・内科を

担当し，火曜日には呼吸器専門医，水曜日・土曜日には整形外科専門医による診療も行っています。放射

線技師，臨床検査技師を置き，迅速な診断ができるよう努力しております。また，日頃から地域の医師会

会員の先生方，周辺病院の先生方との交流に心がけ，より専門的な検査や処置が必要になった時にはスム

ースにご紹介できるよう努めています。長年の地元の方の信頼に応えるべく今後とも日常診療に励んでい

く所存ですので宜しくお願い申し上げます。 

 

当院が病院であった時代には内科外来担当医として，また当直医として多くの日大の先生方にお手伝いい

ただき，日大板橋病院には長年御世話になって参りました。地域的に多くの市民の方の目は東上線沿いに

東京方面を向いている事から，専門的医療，高度医療を必要とする時はこの地域から近く信頼のある日大

板橋病院に御紹介する事が多くなりますので今後とも御高診宜しくお願い申し上げます。 

 

医療圏として区西北部（板橋区，練馬区，豊島区，北区）のみならず，朝霞地区の２５０を超える医療

機関様から患者さんをご紹介いただいております。東武東上線あるいは川越街道を利用することでスムー

スなアクセスが可能ですので，さらに緊密な連携を実施していきたいと考えております。今後もご支援よ

ろしくお願い申し上げます。 

日本大学医学部附属板橋病院へのメッセージ 

当院の現況・取り組み 
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2020-6 

医療法人社団善仁会 南池袋介護老人保健施設アバンセ           

施設長 折目
お り め

由紀彦
ゆ き ひ こ

様 

 

住所：東京都豊島区南池袋 4 - 6 - 1   電話：03 - 5955 - 7370  

南池袋介護老人保健施設アバンセは 2017 年 9 月にオープンした新しい老健施設です。都電雑司ヶ谷

駅，徒歩 2 分の交通至便の場所にあり，近くには鬼子母神や大鳥神社などの昔ながらの良き東京の寺社街

風景が残された閑静な住宅街にあります。開設 2 年を経て，現在は約 140 （定員 150 ）の入所者と 30

数名の通所リハビリテーションの方に利用して頂いています。老健はリハビリテーションにより身体およ

び認知機能を回復させて在宅復帰を目指す地域拠点となることが求められており，当施設では在宅復帰が

可能となるように，看護師，介護師，リハビリ職員，栄養士，ケアマネ，相談員など多職種が情報共有を

密にして介護計画を立てています。当施設で強化している主な介護の重点項目は①認知症の進行予防，②

看取り介護，③摂食嚥下機能改善です。これらは高齢者にとって安心，安全，そして安寧な終末期を送る

ために必要不可欠な要点です。また当施設では老健の本来の機能（在宅復帰）のみならず特養が持つ看取

り介護や療養型病棟が果たす治療も可能な限り同時に行っています。在宅復帰が困難な入院患者，在宅介

護が困難な方などがいらっしゃいましたら是非当施設をご利用下さいますようにお願いいたします。 

 

日大板橋病院は高度な先進医療を提供する特定機能病院ですが，同時に城北地区の地域医療を支える拠点

としての機能を有しています。特に後者の機能は重要で，周辺医療機関や高齢者施設などが最後に頼るの

が貴院です。紹介する側は何とかして適切な診断や治療を行ってもらいたいとすがるような気持ちでお願

いしています。自分の専門分野では無い，人手と時間が無い，ベッドがないなど様々な理由で受け入れを

断られてしまうと紹介側は途方に暮れてしまいます。万難を排して受け入れを円滑にするように職員（特

に医師）の教育と意識改革をお願いいたします。同窓生としての心からのお願いです。 

 

 当院では，昨年から緊急転送を含めて救急患者さんのご依頼電話窓口を，救急外来看護師に統一いたし

ました。この運用により，応需状況はすべて病院長に報告され，事例によっては病院長が直接担当科に状

況の確認を行います。お気付きの点がございましたらどうぞご指摘ください。今後もご支援よろしくお願

い申し上げます。 

日本大学医学部附属板橋病院へのメッセージ 

当院の現況・取り組み 
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日板（にちいた）伝言板 

第１０回 MEDLINK セミナーを開催しました！ 

医療連携施設向けの第１０回 MEDLINK セミナーを開催しました。 

日 時：令和元年６月２６日（水） 

テーマ：①腫瘍センターの役割と運用について  演者 腫瘍センター（看護部）小林 公子 

②消化器外科におけるがん治療について 演者 消化器外科外来医長  青木  優 

19 名の方々にご参加いただきました。小林看護師からは，地域がん診療連携拠点病院である

当院の腫瘍センターの役割，体制や来院から腫瘍センター（治療）までの流れ，化学療法の副作

用などについて講演があり，また，消化器外科：青木優医師からは，がん診療における地域医療

機関との連携や肝がん・胃がん・大腸がんの最新治療方法など講演がありました。 

第 17 回 医療連携講演会及び懇親会を開催しました！ 

医療連携講演会及び懇親会を開催しました。 

日 時：令和元年 9 月 26 日（木） 

場 所：ハイアットリージェンシー東京 

講演会では，まず病院長：森山光彦から｢日大板橋病院の取り組み｣についてご報告させていた

だきました。その後，小児科から｢先天性サイトメガロウイルス感染症の早期診断・早期治療｣と

題して，新生児期からの管理で感染児の後遺症軽減を目指した当院の最新治療や，心臓外科から

は｢心不全パンデミックに向けての当院の取り組み｣と題して当院の心不全治療に特化した｢心不全

外来｣や最新の人工心臓治療について講演を行わせていただきました。 

 参加施設数２１８施設，当院職員を含め総勢５３４名の皆様にご参加いただき，懇親会も盛会

のうちに終了することができました。 

第７回 地域公開セミナーを開催しました！ 

地域住民向けの第７回地域公開セミナーを開催しました。 

日 時：令和元年１１月１６日（土） 

テーマ：①高齢者のサルコペニアとフレイルについて 演者 糖尿病・代謝内科 

                                   渡邉 健太郎 

    ②フレイルと運動について         演者 理学療法室（理学療法士）    

山口  智大 

 ２４名の方々にご参加いただきました。糖尿病・代謝内科：渡邉健太郎医師からは，サルコニ

ア（加齢に伴って生じる骨格筋量の低下）の原因・診断からフレイル（加齢による心身低下，虚

弱状態）とサルコペニアとの関連性やこれらの予防方法など講演がありました。また，山口智大

理学療法士からは，フレイル予防の一つである運動について，腕上げ体操やもも上げ体操など

様々な運動方法をより効果的に行う秘訣などの講演がありました。 
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勉強会・セミナー等の開催ご案内  

～参加費はすべて無料です～科 

がん患者セミナー＆CAFE について 

   令和２年１月２４日（金）１４時００分から,板橋病院８階ゼミナール室にて，がん 

患者さんやご家族の方を対象としたがん患者セミナー＆Cafe を開催いたします。 

 

 対  象：がん患者さんやご家族の方            

           

 日  時：令和２年１月２４日（金）14 ：00 ～15 ：30  

 

 場  所：日大板橋病院８階ゼミナール室  

 

 テ ー マ：｢抗がん剤治療中の誤解！？｣ 

      ～聞けそうで聞けないはなし～ 

         

 連 絡 先：がん相談支援センター 内線（３１６９） 

   

 

 緩和ケア勉強会について 

  令和２年３月１２日（木）１７時００分から，板橋病院６階ゼミナール室にて緩和ケア 

勉強会を開催いたします。 

 

 対  象：医師･看護師･MSW 等医療従事者 

 

 日  時：令和２年３月１２日（木）17 ：00 ～18 ：00  

 

 場  所：日大板橋病院６階ゼミナール室 

 

 テ ー マ：｢退院や外泊・転院も含めての医療連携と社会的支援｣ 

 

 連 絡 先：医事課(病棟）前田 内線（３０４２） 
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【救急患者受け入れ窓口の一本化について】 

 当院では，従来，医療連携施設制度の一環として救急患者さんのご相談・ご紹介については各診療 

科の救急担当医長が直接対応させていただいておりましたが，令和元年７月８日から，円滑な対応 

を行うために，救急外来看護師による電話窓口の統一を実施しております。救急外来看護師がまず 

お話をお伺いさせていただいたうえで,各診療科と調整を行いますので,予めご了承いただきますよう 

お願いいたします。 

なお，該当診療科の救急担当医長（時間外・休診日においては管理当直医師）と直接お話し 
されたい場合は，救急外来看護師からお電話をおつなぎいたしますので，その旨お伝えくだ 
さいますようお願いいたします。 

                            

日大板橋インフォメーション 

発  行：2020 年 1 月   編 集：日本大学医学部附属板橋病院 医療連携センター事務室    

                 〒173 - 8610 東京都板橋区大谷口上町 30 - 1  

 TEL  03 - 3972 - 8111 （代） 

 
 

  

˺ ֓ѧ ˔  
外来待ち時間の短縮を図るため，紹介患者さんのお電話での初診予約を実施しております。患者さ

んやご家族からのご予約の場合は，診療科の予約間違い等を防ぐため，必ず紹介状をお手元にご準

備のうえお電話ください。予約受付担当者から次の内容についてご確認させていただきます。 

①患者さんのお名前 ②生年月日 ③性別 ④患者さんの電話番号 ⑤診療科・指名医師名 

※書面での予約票はお渡ししておりません。 

※従来どおり，ご予約なしでもご来院当日の外来診療担当医が診療いたします。 

(特定の診療科を除く) 

※紹介状には，なるべく担当医名の記載をお願いいたします。 

※診療科，担当医，予約状況によって，ご希望に添えない場合がございますのでご了承ください。 

※予約日当日は，予約時間の 15 分前に初診受付までお越しください。 

※当日予約は，お受けできませんのでご了承ください。 

 
ᴀטᶅК ᴀט ˔  

呼吸器疾患の診断，管理に呼吸機能検査は不可欠であり，喘息，COPD ，肺線維症のみならず，咳

嗽や喀痰等の症状が長引く患者さんの病態把握にも有用な検査です。スパイロメトリーなどの呼吸

機能評価を必要としている患者さんがおられましたら，ご予約ください。 

できる限りお待たせせずに患者さんに呼吸機能検査を行い，呼吸器専門医が検査結果を評価のう

え，詳細なレポートを作成後，ご紹介元の先生へ返送いたします。またレポートの他に検査結果か

ら可能なアドバイスをいたします。 

 

ᾮ ̈ К ᾚ  ̝
 管理栄養士が患者さんの食習慣や病態に合わせた内容で，何をどのくらい食べたら良いのか，食べ

方のコツや調理の工夫などについてお話します。指導結果は，報告書としてご紹介元の先生へ郵送い

たします。 

 ᴀט ᾚᾐ Ḹ ͑ ► ӣ ͜

֯  

 

˔ ᾐ  ˧ ְ ᾍꜘ  

ֵ     

֞̂     ₳  8 30 19 00 ᶽ  8 30 12 00(̜  


